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10 月 12 日(月)体育の日。社会実験前の試行とするオープンカフェが『第１回雄物川フェスティバル』と題

して、雄物川の秋田大橋上流にある河川緑地で開催されました。台風の影響で天

候が心配されましたが、当日は天候に恵まれ、秋晴れの下、水辺で清々しく過ご

せた１日でした。   

当日、白と青の鮮やかなテント

をランドマークとした会場には

約 300 名の来場者で賑わい、オ

ープンカフェに加え、雄物川クリ

ーンアップ大作戦、カヌー体験な

どのイベントも行われました。来

場者は家族連れが多く、チラシで

知って来た方のほか、ペットの散

歩の傍らに立ち寄られた方も見

受

を図っ

てゆく予定です。 

けられました。 

今後この社会実験前

の試行結果を検証し、

来年度に向けてさらな

るパワ―アップ

第第第１１１回回回   雄雄雄物物物川川川フフフェェェススステテティィィバババルルル   

水水水辺辺辺のののオオオーーープププンンンカカカフフフェェェ  大大大盛盛盛況況況ででで開開開催催催！！！   

クククリリリーーーンンンアアアッッップププ大大大作作作戦戦戦   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9：30 から行われたクリーンアップ大作

戦。参加者全員が会場前を流れる雄物川の

ゴミ拾いを行いました。これで、川も気分

もスッキリと清やかになりました。 

PR 用のチラシ 

会場テント風景 



オオオーーープププンンンカカカフフフェェェ   
挽きたて、淹れたての香り深いコーヒー 

が販売されました。野外で飲むコーヒー 

は最高！！ 

 

雄物川社会実験準備会メンバーによるカラ

フルな移動販売車も登場！ 

 

 

 

採れたての珍しい山のさちの販売も。 

産地直送、採れたて新鮮！！ 

「雄物川ワークショップ」改め、7 月

に呼称変更した「雄物川社会実験準備

会」では、これまでに３回の会合を開

き、具体なオープンカフェのイメージ

と、オープンカフェを運営するための

課題や検討事項、そして誰が何を担当

すればいいのか、その役割分担につい

て話し合われました。そして、いよい

よ本番！話合いの段階から活動の段

階へと発展しました。 

 

 

体体体験験験イイイベベベンンントトト・・・ススステテテーーージジジイイイベベベンンントトト   
雄物川でのカヌー体験。水面を滑らかに進むカヌーに乗って、 

水上のオアシス気分を堪能しました。「水の上って気持ちいいネ」 

との声も聴かれました。 

 

 
流しソーメン体験は、１２時と１３時の２回に分けて行われました。

１回目はお昼時とあって大盛況！「麺がなかなか取れな～い」と必

死で流水麺をつかまえる子供たち。２回分で１２０人前がペロッと

なくなり、大盛況でした。 

会場の川向かいにある美短の学生によるワークショップ。 

学生の指導のもと来場者が自分で立体凧を製作し、凧上げ 

をするというユニークな体験企画でこちらも大好評でした。 

 
 

ステージイベントでは、地元ミュージシャン 3 組みによるミニ生ライブが行

われ、会場の賑わいをさらに盛り上げました。また、カラオケ・絶叫大会で

は、自分の持ち歌を披露したり、日頃の様々な思いを雄物川へ思いっきり掃

き出したりし、笑顔で帰る参加者の姿が印象的なイベントでした。 


